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報 告 者 氏 名  お だ ぎ り  た か し   

 

１  委 員 会 名  

  市 民 経 済 委 員 会  

 

２  期   日  

令 和 ８ 年 ５ 月 １ ３ 日 （ 水 ） ～ 同 １ ５ 日 （ 金 ） ２ 泊 ３ 日 

 

３  視 察 地 及 び 調 査 事 項  

（ １ ） 岩 手 県 紫 波 町 （ １ 日 目 ）  

み く ま る っ と 脱 炭 素 化 モ デ ル 事 業 に つ い て  

（ ２ ） 岩 手 県 北 上 市 （ ２ 日 目 ）  

企 業 誘 致 に つ い て  

（ ３ ） 岩 手 県 一 関 市 （ ３ 日 目 ）  

ア  省 エ ネ ル ギ ー 化 を 含 む 住 宅 環 境 改 善 リ フ ォ ー ム 補 助 金

に つ い て  

イ  重 点 対 策 加 速 化 事 業 に 関 す る 取 組 み に つ い て  

 

４  所 感 等  

■ 紫 波 町 「 み く る ま っ と 脱 炭 素 化 モ デ ル 事 業 に つ い て 」  

廃 棄 物 と は 異 な り 、脱 炭 素 を 含 め 環 境 問 題 は 、目 に 見 え ず ら く 、

直 接 的 ・ 短 期 的 に 危 険 を 及 ぼ す も の で は な い こ と か ら 、 ど う し て

も 施 策 展 開 と す れ ば 後 継 に 追 い や ら れ て し ま う こ と か ら 、 先 進 地

を 学 ぶ 良 い 機 会 と な っ た 。  

 特 に 本 市 の 環 境 政 策 課 に 集 約 さ れ て い る 業 務 に つ い て 、 紫 波 町

は 計 画 的 な 増 員 を 図 り 、 育 成 し 、 専 門 所 管 課 を 2 課 制 に し て い る

こ と は 本 市 も 実 施 す べ き と 考 え る 。 ま た 職 場 の 風 通 し を 考 慮 し 、

ビ ル ド ア ッ プ 的 施 策 提 案 を 保 証 す る バ ラ ン ス 感 覚 を 考 慮 し つ つ 、

専 門 的 職 員 を ど の よ う に 育 成 ・ 配 置 す る の か 、 適 材 適 所 を 含 め 職

員 配 置 の 重 要 さ を 改 め て 認 識 を 深 め ら れ た 。  



 先 進 地 で あ る 紫 波 町 も 、 一 般 家 庭 や 事 業 所 へ の 太 陽 光 発 電 設 備

等 の 導 入 に 苦 労 さ れ て い る 。 脱 炭 素 化 の 各 種 事 業 に 手 を 出 せ る の

は 経 済 的 な 負 担 が 伴 う こ と が 大 き な 要 因 と 言 え 、 本 市 で も 執 行 率

ば か り に 目 を 奪 わ れ る こ と な く 、 粘 り 強 く 周 知 啓 発 を 図 る こ と の

大 切 さ を 学 ん だ 。  

 ま た ラ ・ フ ラ ン ス 温 泉 館 の 維 持 光 熱 費 の 負 担 削 減 を 念 頭 に 周 辺

地 域 に 限 定 し た 脱 炭 素 化 の 各 種 取 り 組 み は 今 後 、 継 続 し た 調 査 研

究 を し た い 事 業 と 言 え る 。 そ の 発 想 は 休 耕 農 地 と 廃 棄 農 産 物 の 活

用 や 新 た な エ ネ ル ギ ー の 自 給 自 足 、 地 域 公 共 資 源 に よ る 新 た な 価

値 （ 商 品 ） の 創 造 な ど 多 岐 に わ た る 挑 戦 が 展 開 さ れ て い る 。  

 「 平 成 の 大 合 併 」 に 小 さ な 市 町 村 が 飲 み 込 ま れ る 中 、 紫 波 町 の

自 主 自 立 を 尊 重 し 、 自 治 体 ら し い 独 自 の 取 り 組 み に 今 後 も 期 待 し

た い 。  

 

■ 北 上 市 「 企 業 誘 致 に つ い て 」  

 人 口 約 9 万 2 千 人 （ 流 山 市 と 比 較 し 4 3％ ） 、 市 域 4 3 7 ㌔ ㎡ （ 同

1 2 . 5 倍 ） の 北 上 市 は 予 算 規 模 4 8 9 億 円 （ 同 5 4％ ） と な っ て い る 。

そ の 特 徴 の 一 つ が 法 人 市 民 税 で 、Ｒ 6 年 度 決 算 で は 、市 民 税 の 1 9％

（ 同 7 . 6％ ） を 占 め て お り 、 市 財 政 に 大 き な 寄 与 を し て い る 。 ベ

ッ ド タ ウ ン と し て 勤 労 市 民 が 圧 倒 的 に 占 め る 本 市 と 異 な り 、 大 規

模 な 事 業 体 が 次 々 工 場 を 建 設 し て い る こ と か ら 、 街 の 成 り 立 ち や

構 成 を 含 め 施 策 展 開 を 学 ぶ 機 会 と な っ た 。  

 本 市 を 含 め 「 補 助 金 で 釣 る 」 的 な 企 業 誘 致 策 を 取 ら ず 、 既 存 事

業 者 及 び 進 出 企 業 の 希 望 に 沿 っ た 人 材 育 成 の 歴 史 が 結 実 し て い る

と 思 わ れ る 。 様 々 な 批 判 を 受 け な が ら も 歴 代 の 執 行 部 の 積 み 重 ね

が 功 を 奏 し て い る と 言 え 、 「 誘 致 数 」 「 売 上 」 な ど の 数 字 の み 注

目 せ ず 、 企 業 誘 致 と 人 材 育 成 を セ ッ ト で 捉 え な お す 必 要 が あ る と

言 え る 。 ま た 担 当 課 の 悩 み や 人 材 育 成 の 歴 史 に 触 れ る な か で 、 特

に 増 加 し た 年 少 人 口 と い う 本 市 の 好 条 件 を 活 か す 息 の 長 い 取 り 組

み が 必 要 と 思 わ れ た 。  

ま た 東 京 圏 に 近 く 、 「 千 葉 都 民 」 が 多 く 住 む 一 方 、 親 子 3 世 代

以 上 流 山 育 ち が 少 な い 地 域 と し て の 難 し さ は あ る も の の 、 未 来 に

向 け て 築 い て い く と い う「 伸 び し ろ 」も あ る と 言 え る 。直 接 的 で 、



短 時 間 の 効 果 は 見 え に く い も の の 、 年 少 者 が 「 地 元 ・ 流 山 で 働 き

た い 」 と い う 意 欲 や 「 地 元 ・ 流 山 が よ り 良 く な る た め に 」 と い う

要 望 を 自 然 と 育 め る よ う な 「 土 地 柄 的 思 い い れ 」 を 全 施 策 に ど の

よ う に 貫 か れ て い る の か を 調 査 研 究 す る 視 点 を 得 ら れ た こ と は 非

常 に 有 意 義 で あ っ た 。  

北 上 市 の 国 指 定 重 要 無 形 民 俗 文 化 財 の 「 鬼 剣 舞 」 を 昨 年 、 本 市

の 市 民 ま つ り で 拝 見 し た が 、 「 鬼 （ 仏 の 化 身 ） 」 の 面 を つ け な が

ら の 舞 い は 一 見 す る と ア ク ロ バ テ ィ ッ ク で あ り 、 「 鬼 」 の 面 を つ

け た 勇 ま し い 舞 い で あ る 一 方 、 私 は ど こ か 悲 し さ や は か な さ も あ

る 舞 い だ と 個 人 的 に 感 じ て い た 。 視 察 で 、 北 上 市 民 の 厳 し い 歴 史

や 市 民 的 感 情 の 移 り 変 わ り に 触 れ る 機 会 と な り 、 企 業 誘 致 や 北 上

市 政 と と も に 、 「 鬼 剣 舞 」 も 深 め ら れ た 。  

 

■ 一 関 市 「 省 エ ネ ル ギ ー 化 を 含 む 住 宅 環 境 改 善 リ フ ォ ー ム 補 助 金

に つ い て 」 「 重 点 対 策 加 速 化 事 業 に 関 す る 取 組 み に つ い て 」  

 一 関 市 の 「 省 エ ネ ル ギ ー 化 を 含 む 住 宅 環 境 改 善 リ フ ォ ー ム 補 助

金 に つ い て 」は 、 2 0 1 0 年 度 か ら 制 度 名 を 変 更 し な が ら 、既 存 住 宅

の リ フ ォ ー ム 助 成 制 度 を 積 み 重 ね て い る 施 策 で あ る 。 し か も 過 去

別 の 制 度 で 実 施 し た リ フ ォ ー ム 以 外 の 場 所 な ら 、 今 制 度 で も リ フ

ォ ー ム に 着 手 で き る 制 度 と な っ て い る 。 本 市 で も 積 極 的 に 導 入 す

べ き と 考 え る 。  

老 朽 化 し た 住 宅 の リ ノ ベ ー シ ョ ン の 促 進 は 、 市 民 一 人 ひ と り の

生 活 の 質 向 上 を 図 り 、 か つ 地 元 事 業 者 の 仕 事 を 増 や し 、 雇 用 確 保

や 技 術 や 責 任 感 の 向 上 に も つ な が る 。 さ ら に は 他 県 他 市 か ら の 悪

徳 業 者 を 排 除 し 、 地 域 で 顔 見 知 り を 増 や す き っ か け を つ く り 、 最

後 は 売 上 を 上 げ た 事 業 者 か ら の 税 収 増 と 「 三 方 良 し 」 の 施 策 と 言

え る 。  

 「 重 点 対 策 加 速 化 事 業 」 の 普 及 拡 大 に つ い て は 、 本 市 （ 流 山 市

は 千 葉 県 内 で 初 め て の 採 択 ） で も 苦 労 し て い る こ と は 一 致 し て お

り 、 国 の 補 助 率 引 き 上 げ が 必 要 と 思 わ れ る 。 ま た 重 点 対 策 加 速 化

事 業 採 択 （ 2 0 3 0 年 度 温 室 効 果 ガ ス 排 出 削 減 目 標 及 び 2 0 5 0 年 カ ー

ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル の 達 成 に 向 け 、 様 々 な 施 策 を 複 合 的 に 組 み 合 わ

せ 、 複 数 年 に わ た り 意 欲 的 な 加 速 的 に 取 組 む ） 自 治 体 と し て 、 少



な く と も 実 行 部 隊 と 計 画 部 隊 の 2 課 制 に す る こ と は 努 力 義 務 と 捉

え ら れ た 。  


